
七笑まつり七笑まつり
６月２２日（土）、七笑まつりが行わ

れました。これは、１年生から６年生
がクラスごとにお店（遊びの広場）を
考え、来てくれた人たちを楽しませた
り、自分たちも他の教室のお店をまわ
って遊びを楽しんだりする学校行事で
す。今年も保護者の皆様だけでなく地
域の皆様もお招きして開催することが
できました。子供たちは、お客さんを
楽しませるためのアイディアを出し合
い、協力してお店の準備やお店紹介の
練習に取り組み、まつり当日も自分の役割を果たすためによく
頑張っていました。また、当日は開会行事において、昨年度５
０数年ぶりに復活した「鶴巻行進曲」（第２校歌）を今年も披露することができました。
これらの活動を通じて、仲良く協力し支え合おうとする望ましい人間関係づくりを目指して
います。そして、一人一人が集団の一員としての自分の役割を果たし、そのことを互いに認め
合うことで、自己有用感が育まれることも期待しています。
「アイディアつまった宝箱 ハッピースマイル感謝祭」のテーマの通り、子供たちや来校された
方々の幸せそうな笑顔でいっぱいの一日となりました。

農業体験(田植え) ５年
６月１２日（水）、５年生が田植え体験
をしました。田植えができるように嵐山
営農の皆さんが水田を準備してください
ました。初めに、この水田が「谷津田」
と呼ばれ、「谷津」という台地や丘陵地の
縁にできる小さな谷において、雨水や湧
水を貯めて農業を行う伝統的な「ため池
農法」で米づくりが行われていることを
学びました。その後、水田の中に入り、
稲の列が曲がらぬように張られた水糸を目印に、子供たちは稲を一列ずつ丁寧に植えました。
この田植え体験を通して、「社会科」では米づくりの過程や農家の苦労などについて学びま
す。また、「食育」では、毎日食卓に並べられている食物の向こうにある、数多くの人たちの
手間や苦労、思いを感じ取り、感謝の心を育みます。そして、「ふるさと学習」では、今回体
験した地元に伝わる昔ながらの田植えから、郷土への愛着や誇りを育てます。
普段は登下校などの景色で目にすることができる水田ですが、今回の体験を通して、小さ
な苗が秋にたくさんの穂を実らせるまでの水田の移り変わりが、子供たちにとって今までと
は違った景色に映るのではないでしょうか。実りの秋を楽しみに待ちましょう。
今回、貴重な体験の機会をいただいた嵐山営農や町役場の皆様に心より感謝申し上げます。

令和６年７月号 校長

学校教育目標：○なかよく ○かしこく ○げんきよく

めざす学校像：３つの全力が輝く学校（絆の全力・静の全力・動の全力）

７月の行事予定
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
４年社会科見学 クラブ活動

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
歌声朝会 ふれあいじゅく 通常日課５時間 通常日課５時間

14:50下校 14:50下校
玉ノ岡中職場体験

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０
海の日 通常日課５時間 月曜日課４時間 月曜日課４時間 １学期終業式

14:50下校 13:20下校 給食最終日 11:20下校
13:20下校

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７
保護者面談日 保護者面談日

２８ ２９ ３０ ３１ ８／１ ２ ３
保護者面談日 保護者面談日

ふれあいじゅく
(サマーキャンプ)

２年「ザリガニ釣り」 ４年「オオムラサキの森見学」 ６年「租税教室」

６月６日(木) ６月１１日(火) ６月２６日(水)

生活科の学習で、金泉寺に行って 総合の学習で、オオムラサキの森 社会科の学習で、町の税務課
ザリガニ釣りをしました。スルメをえ を見学しました。嵐山町のシンボル の方から税について学びました。
さにして、みんな上手に釣り上げ でもある国蝶オオムラサキの生態 １億円の札束レプリカに、その金
ることができました。 を学びました。指導員の皆様、大変 額の大きさを誰もが実感してい
住職様に心より感謝申し上げます。 お世話になりました。 ました。

比企地区硬筆展入賞者 ３年「太陽インキ見学」 １年「音読劇大きなかぶ」
特選賞

１年
２年
３年

４年
５年

６年
６月２８日(金) ６月２８日(金)

優良賞 太陽インキ製品「ソルダーレジス ２つのグループに分かれ、一人
ト」について学び、工場見学をしま 一人が役割を持って取り組みま

４年 した。世界中の６０％以上で使わ した。役になりきって上手に演じ
５年 れていることもわかりました。社員 ることができました。音読もとて
６年 の皆様、ありがとうございました。 も上手になりました。


